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土佐山田町には、国指定天然記念物・史跡「竜河洞」、町史跡「山田城跡」をはじめ、数多く

の文化財が残されています。また、埋蔵文化財包蔵地の所在数は県下でも有数であります。こ

うした重要な文化遺産を後世へ継承し、保存することは現代に生活する私達にとって責務の一

つでもあり、豊かな郷土を育むうえで大切なことであると考えます。

一方、時代の趨勢に則した地域開発は、さらなる地域の発展と躍進を図るうえで不可欠な要

件であり、近隣諸地域を含めた広範囲な開発プロジェクトが進行しつつあります。また、地域

の諸条件・環境と融和した計画的な開発は、実りのある豊かな未来へと続く礎になるものでも

あります。

埋蔵文化財保護と開発事業の問題は、地域開発を行ううえで常に論ぜられる議題であり、環

境保護の問題を含めて、社会的関心の高さがうかがわれます。開発か保存かの問題は、優先的

価値判断で決定されるものではなく、視点の相違を踏まえた円滑な調整が行われることが必要

であると考えます。このため、埋蔵文化財保護へのより一層の迅速な対応と、地域の環境保全

と一体となった適切な保存措置を講じることが重要な検討課題となってきております。

本書は、県営圃場整備事業に伴う調査として実施された、高柳土居城跡・高柳遺跡の発掘調

査の成果をとりまとめたものであります。調査では、高柳土居城跡から三重の堀が、また、高

柳遺跡から建物址等が確認され、高柳土居城跡を核とする村落の所在が明らかにされるなどの

貴重な成果を得ることができました。今後、中世の土佐山田町の歴史を探るうえで、基礎的な

資料になるものと考えます。本書が、学術資料として、また文化財保護の一助になれば幸いに

存じます。

おわりに、今回の調査に終始暖かい御援助をいただきました財団法人高知県文化財団をはじ

め、深い御理解・御協力をいただいた高知県南国耕地事務所並びに土佐山田町明治土地改良区

及び地域住民の皆様方に衷心より厚くお礼を申し上げます。

平成4年3月

土佐山田町教育委員会

教育長　岡本章博



例 口

1．本書は、明治地区県営は場整備事業に伴い、高知県南国耕地事務所の委託を受けて土佐山

田町教育委員会が実施した高柳遺跡・高柳土居城跡の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、高知県教育委員会・（財）高知県文化財団の協力を得て土佐山田町教育委員会

が調査主体となり、試掘調査を平成元年11月6日～11月11日に、本発掘調査を平成2年9月

10日～10月26日の間に実施した。また、整理作業及び報告書作成を平成3年度に実施した。

3．発掘調査は、試掘調査を吉原達生（高知県教育委員会文化振興課埋蔵文化財班主事）が、

本発掘調査を山本哲也（財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センター開設準備室調査係長）

・曽我貴行（同室調査員）・坂本憲昭（同室調査員）が担当した。なお、調査事務は吉村泰典

（土佐山田町教育委員会社会教育課社会体育係長）が担当した。

4．本書で使用した挿図のなかで、Figl・3は国土地理院発行2万5千分の1（とさやまだ

N1－53－28－7－1）を、Fig2・4・5は高知県作成の明治地区は場整備明治西工区計

画平面図（縮尺2，500分の1）を複製して使用したものである。なお、調査区、周辺地形を

示す図面の方位は磁北である。

5．本書の編集は土佐山田町教育委員会が行い、執筆は山本哲也が担当した。

6．発掘調査及び報告書作成にあたっては、地元地権者の方々をはじめ明治地区土地改良区、

高知県南国耕地事務所、土佐山田町産業振興課の関係各位に種々御協力、御援助をいただい

た。厚くお礼申しあげたい。
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I　調査の経緯と経過

高柳遺跡は、昭和63年度・平成元年度に実施された県内遺跡詳細分布調査（香美・長岡ブロ
（1）

ック）によって発見された弥生時代～中世の遣物散布地である。また、高柳土居城跡は物部川
（2）

右岸、舟入川沿いの微高地上に築かれた中世城館である。

県営明治地区は場整備事業は、物部川東岸、西岸の耕作地・延べ153．5わ．αを対象としたは

場整備事業で、昭和57年度～平成2年度間に工事が実施された。この間に、林田工区では土佐
（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

山田町林田に所在する林田遺跡が、また明治工区では土佐山田町山田に所在の稲荷前遺跡が工

事施行区域に含まれたことから、発堀調査が実施されている。今回の調査は、高柳遺跡、高柳

土居城跡が平成2年度に施行の明治西工区（対象面積16．9短）に所在することから、高知県教

育委員会、土佐山田町教育委員会と高知県南国耕地事務所、土佐山田町産業振興課、明治地区

土地改良区により協議が実施され、平成元年度に試堀調査が、平成2年度に試堀調査の結果に

基づいて本発堀調査が行われたものである。

試堀調査は、工事計画地における高柳遺跡、高柳土居城跡の遺物散布範囲約2短を対象に、
（5）

平成元年11月6日～11月11日の間に実施された。明治西工区の工事計画では、面工事は平均20

－30cmの堀削による区画整理であり、耕作土下への堀削深度は浅い。このため、試堀個所は主

に水路、道路等工事計画地を中心に選定し、2×2mトレンチを12ヶ所（G1－12）、任意に設

定した。その結果、高柳土居城跡東側の畦脇に設定したG9トレンチから地表下0．75mで東南

方向の石列及び西側へ傾斜する落ち込みが、また同城跡北東に設定したGlOトレンチで地表下

0．55mの黄褐色粘質土中から完形の土師質土器塊が出土し、遺構及び遣物包含層等が検出さ

れた。以上の試堀調査結果を基に、再度協議を行った結果、高柳遺跡及び高柳土居城跡におけ

る水路、道路等工事区域について発堀調査をその他の部分については立会調査を行うことにな

った。

本発堀調査は、平成2年9月10日から10月26日の間に実施した。調査は、高柳土居城跡周辺

部の水路、道路工事区域を対象として3ヵ所のトレンチTRl～8を任意に設定し、同城跡の

堀跡、土塁等の遺構の確認を行った。また、試堀調査時のGlOトレンチ周辺に3ヶ所のトレン

チ（TR9－11、このうちTR9・10は拡幅のうえ1トレンチとした。）を設定し、遺構等の検

出作業を行った。総発堀面積は120正である。なお、工事の進行に併せて工事期間中に随時立

会調査を行った。

註
1．高知県教育委員会編『高知県遺跡地図一香美・長岡ブロックー』高知県教育委員会1990
2．高知県教育委員会編『高知県中世城館跡分布調査報告書』高知県教育委員会1984
3．土佐山田町教育委員会編『林田遺跡』土佐山田町教育委員会1985
4．森田尚宏、吉原達生『稲荷前遺跡発堀調査報告書』土佐山田町教育委員会1990
5．『土佐山田町明治地区県営圃場整備事業に伴う「高柳遺跡」試堀調査結果報告』土佐山田町教育委員
会1989
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Figl　遺跡の位置

Fig2　遺跡周辺図

ー　2　－



Ⅱ　遺跡の位置と環境

高柳遺跡は、土佐山町山田字寺ノ下980－1他に、また高柳土居城跡は土佐山田町山田字ニノ

ヘイに所在する。遺跡の所在する土佐山田町は、県中央部で高知平野北東部に位置する総面積

116．7k武人口約2万2千7百人余の町で、高知市から東へ約18km、東は香北町、西に南国市、
（1）

南に野市町、北は大豊町と接している。弥生人の居住跡と奇勝に富む石灰鍾乳洞穴で名高い竜

河洞（昭和9年12月28日、国指定天然記念物・史跡）は、町の東端の三宝山中腹、土佐山田町

逆用にある。

町の東側を南流して土佐湾へ注ぐ一級河川物部川は、物部川右岸域で古物部川による古期扇

状地（通称長岡台地）及び新期扇状地を形成している。土佐山田町中田島から同町岩積にかけ

ての標高30－40m前後の扇状地上には、弥生～中世の遣物散布地が存在し遺跡数も多い。高柳

遺跡、高柳土居城跡は、物部川の右岸、舟入川沿いの標高30m前後を測る新期扇状地上に立地

している。両遺跡周辺の主要な遺跡としては、原遺跡、原南遺跡、稲荷前遺跡、楠目遺跡など

があげられる。これまでの発堀調査等から、高柳遺跡の西側に接する原遺跡からは弥生中期後

半～末の竪穴住居址1棟、環濠跡、古墳時代後期の土坑群、溝2条、ピット等、奈良末～室町
（2）

のピット等が、また原南遺跡では弥生中期後半（Ⅳ様式後半）の竪穴住居祉1棟、高床倉庫1
（3）

棟、溝1条、弥生後期の溝1条、古墳時代後期～中世の土坑、ピット等が検出されている。

稲荷前遺跡は、高柳遺跡の北東約700mに位置しており、弥生中期後半～末の竪穴住居址1棟、

奈良～平安時代の堀立柱建物祉2棟、溝2条、鎌倉～室町時代の堀立柱建物跡1棟、柵列1の
（4）

他、石室状遺構が検出されている。さらに、稲荷前遺跡の北側に位置する楠目遺跡からは、奈

良末～平安時代前半の堀立柱建物址1棟、塀1、戦国時代の堀立柱建物祉1棟が検出されてい
（5）

る。

以上の如く、調査地の周辺には弥生中期後半～末の集落跡が形成され、また出土遣物等から

弥生後期前半～古墳時代初頭・古墳時代後期（6C後半～7C）の集落が存在することが推測

されるのに加えて、奈良末～平安時代の堀立柱建物祉・鎌倉～戦国時代の溝跡、堀立柱建物址

等が検出されていることからも、古代から中世にかけて継続的に居住地等として活用されてい

たことがうかがわれる。なお、古代に関しては奈良末～平安時代の堀立柱建物牡等が稲荷前、

楠目遺跡から検出されると共に、原及び原南遺跡から溝、ピット等が検出され、高柳遺跡を含

めて当該期の土器類が出土すること、「大リョウ」の地名をもち郡衝関連遺跡とみられる大領遺
（6）

跡（古墳～中世遺物散布地）が高柳遺跡の南西約1．2kmに所在することなどは、大領遺跡を中

心として物部川右岸域、舟入川流域に広範囲な律令期の関連遺跡が存在し、舟入用、物部川を

利用した物資運搬、交通関係の要所として、役所及び倉庫群などが形成されていた可能性がも

たれる。

高柳遺跡と隣接する高柳土居城跡は、中世の城館跡である。南辺と東南辺を欠くもののE字
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型の土塁跡を残し、詰部が遣存する。今回の調査により、堀跡等が確認され城館の変遷の一端

が明らかとなった。また、高柳遺跡からは15C後半～16C中頃の柱穴等が検出され、屋敷跡の

所在が確認されて高柳土居城跡をとりまく初期城下町的な居住地の存在が判明した。

高柳遺跡、高柳土居城跡は、周辺遺跡の成立、消長過程と密接な関連をもっている。今後の

詳細な資料検討により、弥生時代～古墳時代にかけての推移、『和名類緊抄』による「山田郷」

から戦国期の山田市周辺地への変遷など、具体像が明瞭となることが期待される。

註

1．（参考）『土佐山田町史』土佐山田町教育委員会1979・高知県統計協会編『1992　高知県民手帳』
2．広田典夫・山本哲也・森田尚宏・角谷和男『公共施設設置に伴う埋蔵文化財発堀調査報告書一原
遺跡－』高知県教育委員会1982
広田典夫「公共施設設置に伴う埋蔵文化財発堀調査報告書一原遺跡－」Ⅱ『高知県文化財調査報
告書』第25集　高知県教育委員会1984
3．出原恵三『原南遺跡発堀調査報告書』高知県文化財団　1991
4．森田尚宏・吉原達生『稲荷前遺跡発堀調査報告書』土佐山田町教育委員会1990
5．山本哲也『楠目遺跡発堀調査報告書』土佐山田町教育委員会1988
6．土佐山田町岩次エラミ26ト1他所在。現況、水田・畑。奈良～平安時代の須恵器、土師器片散布。
散布量は多い。遺跡番号（市町村No．）190158

1　高柳土居城跡　　5　稲荷前遺跡

2　高柳遺跡　　　　6　楠目遺跡
3　原南遺跡　　　　7　大塚遺跡

4　原遺跡　　　　　8　大塚古墳
11楠目城跡（山田城跡）
12　林田遺跡

Fig3　遺跡の位置と周辺遺跡
－　4　－

15　大領遺跡
（1～14．調査実施遺跡）



Ⅲ　調査の概要

試堀調査

高柳遺跡、高柳土居城跡の遣物散布範囲約2短を対象に、2×2・1×2mのトレンチを任

意に設定し（Gl～12）、遣物包含層及び遺構等の確認を行った。発堀面積は、約38nfである。

その結果、高柳土居城跡のほぼ北側を走る畦へ直角に設定した1×2mのトレンチ（G9）か

ら石列を検出し、また同城跡北東に設定した1×2mのトレンチ（GlO）から完形の土師質土

器域が出土するなどの成果があった。この調査により、現在の畦、水路等が当時の土塁、堀等

を踏襲している可能性が濃厚であることが判明したことから、当該圃場整備事業により影響を
（1）

受ける部分について、本発堀調査を実施することが必要となった。

本発堀調査

試堀調査の成果を基に、水路及び道路工事区域を対象としてトレンチ方式により本発堀調査

を行った。総発堀面積は120m2である。

発堀区は、高柳土居城跡の周辺に11ヶ所（TRl～8・12～14）、高柳遺跡周辺に3ヶ所設定

し、遺構等の確認作業を行った。各発堀区の調査内容は以下のとおりである。

各トレンチの調査概要

T Rl～4

高柳土居城跡西側の農道工事区域に設定したトレンチで、TRlの南端から外堀の一部が、

TR2から内堀の西半分及び内堀の隅角部（コーナー）が、TR3・4から内堀の東半分が検

出された。

TR2～4の調査結果から、現存土塁のうち城詰西側の土塁に沿って内濠（内堀）が巡り、

土塁の南端切れ目から東方向へL字型に曲がっていることが確認された。また、TRlでは、

外堀と同一方向の右列が検出され、外堀に伴う土塁、堀等が存在していたことが明らかになった。

T R5～8

城跡北東側及び東側に設定したトレンチで、TR5・6・8から配石遺構、溝等が検出され

た。TR6の南端で検出された石列は、TRlで検出された石列と類似しており、土塁等の基

礎部と考えられる。

T R9・10

試堀区であるGlO周辺に設定したトレンチで、拡張のうえ連結した。暗褐色粘砂土をベース

とした柱穴及びピットが検出された。柱穴及びピットは灰褐色粘質土を埋土とし、直径16－35

cm、深さ8～20cm前後を測る。柱穴及びピット内から土師質土器片等が出土した。

T RH

TR9・10の西側に設定したトレンチである。4層に区分され、遺構等の形成は確認されな

かった。
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Fi94　調査区位置図
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T R12～14

高柳土居城跡南側に設定したトレンチで、TR14からピット2個が検出された他は遺構等は

検出されなかった。また、TRl南側に位置するTR13・14からは、外堀に関連した遺構は確

認されなかった。このため、外堀の規模は東西方向の現況農道の道路幅のなかで収まるものと

考えられる。

註

1・『土佐山田町明治地区県営圃場整備事業に伴う「高柳遺跡」試堀調査結果報告』土佐山田町町教育
委員会1989

Fig5　高柳土居城跡復元図
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Ⅳ　検出遺構と出土遺物

今回の調査で、TR1－4から高柳土居城跡の堀（濠）、石列、溝が、TR5・6・8から右

列・溝が検出された。また、TR9・10・14から柱穴及びピットを検出した。検出遺構の概要

と出土遣物の内容については、以下のとおりである。

遺構

高柳土居城跡

TRlから外堀が、TR2から内堀及び内堀隅角部が、TR3・4から内堀が検出された。

また、TRl・6で城館関連遺構と考えられる右列・溝が検出された。なお、TR5・7・8

では耕作土下で、近世に形成されたとみられる右列・溝が検出されている。

堀（濠）

外堀の内房がTRlの南端で検出された。堀肩には人頭大の河原石を東西方向に配し、堀壁

は拳大～人頭大の河原石で石積みを施している。堀内堆積土は、淡灰色粘砂土及び灰褐色粘砂

土である。堀肩上端部から堀底までは約70cm前後を測る。TR13・14では堀外肩等が検出され

ていないことから、堀外肩は現農道下に存在しているとみられる。堀幅は約7m以下に復元さ

れる。

内堀の外房及び隅角部（コーナー）がTR2で、また、内堀の内肩がTR3・4で検出され

た。内堀の隅角部は、拳大～人頭大の河原石を野づら積みして構築しており、堀肩上端部から

堀底までは約60－70cmを測る。堀底から青磁碗片が、堀肩上部の堆積土中から天目茶碗片、細

片の土師質土器片が出土している。なお、堀基底部は検出範囲において二重になっており、

時期の構築方としては不自然射犬況を呈している。検出状況からすれば、外側の堀壁にくずれ

が生じたため、堀幅を狭めて内側に堀肩を再補修したものと推察される。

TR3・4で検出の内堀の内房は、現存土塁の西側に接して堀削されている。地山を素堀り

しており、堀肩及び堀壁には列石及び石積みは施されていない。堀肩から堀底までの深さは、

平均して約1．60m前後である。TR3・4の堀内堆積土中からは、細片の土師質土器片等が出

土している。

TR2－4の内堀の検出状況から、内堀の東西幅は約5m前後に復元される。また、内堀の

外肩から外堀の内房までは、約16mを測る。

石列・溝

TRlで外堀と同方向の石列が三列検出された。南側の右列は、筆太の河原石を配石したも

ので、外堀堀肩からは2．6m北側に位置する。また中央部の石列は、石面を内郭側に揃えて配

石しているもので、外堀堀肩からは4．3m北側に位置している。中央部の石列と南側の右列と

の間隔は1．7m前後を測り、石列間には集石が施されている。北側の右列は、中央部の石列の

北側2．7mに位置し、南側へ面合わせが行われている。また、石列の北側には集石が施されて

－　8　－
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いる。中央部石列の西側では、不揃いではあるものの溝肩とみられる南北方向の石列がみられ

る。これらの石列・集石は、外堀内側における土塁・塀等の施設の地業病とみられる。特に、

南側及び中央部の石列間に、土塁又は塀等が存在していた可能性が濃い。TR6では発掘区北

側で石列が、南端で集石が検出されている。石列と集石の間隔は約2．5mを測る。南端の集石

は、土塁等の基礎部であることが推測される。

高柳遺跡

柱穴・ピット

TR9・10・14で柱穴・ピットが検出された。TR9・10では、表土下約22～26cmで茶灰色

粘砂土上面に柱穴及びピットを検出した。遺構の埋土は、炭化物混じりの灰褐色粘質土である。

柱穴及びピットの直径は16～35cm・深さは8～20cm前後を測る。遺構間には、重複関係をもつ

ものがあり、2～3時期に区分される。P1－4・9・10・12・15・16・19・20から土師質土

器片が出土した。遺構及び包含層中からの土器片出土量は、調査区全体のなかで最も多かった。

TR14ではピットが検出された。黄褐色粘土（地山）上面で確認されたもので、埋土は明灰

色粘質土である。ピットの直径は12～30cm大で、深さは11－18cm前後である。

SKI

TRll南側で、表土工事中に確認された土器溜である。長径2．05m短径1．06m、深さ12cm前

後を測る。土師質土器皿・域・瓦質土器等が出土した。

‾、芋＝，‾‾‾
－30．50

2m

ト　「　．　コ　．＿・＿二」

Fig13　SKl
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遺物

青磁碗・皿（TRl・2・4・9－11）、土師質土器（TR1－11）、染付碗（TR2）、天目茶

碗（TR2）、瓦質土器（TR9・SKl）、土錘（TR2）、須恵器（TRl・5・9・10）、弥生

土器（TRll）、砥石（TRl）、漆器椀片（TR2）、加工木（TR2～4）等が出土したが、T

R2・8～11から出土の土器類を除いて他は細片が多く、図示できるものは少なかった。なお、

SKlからは土師質土器土不・中土不・鍋・羽釜等の良好な資料が出土した。

青磁（1－4）…1は内面に飛雲文を有する龍泉窯系青磁。2・2′は休部外面に錆蓮弁をもつ

腕。3は碗底部で1－3はTR9・10出土。4は内面見こみに印花文を施した碗で、TR2検

出の堀底から出土。この他に、TRl・4・11から碗・皿類の細片が出土している。

天目茶碗（5）…5は、瀬戸美濃系の天目茶碗でTR2検出の堀肩部から出土。外面の施粕は

にぷい褐色を呈する。

土師質土器（6－45）…皿（6－30）・小棒（31）・域（32－45）が出土している。皿は、9

がヘラ切り底である。以下は既て回転糸切り底である。色調は灰白色又は黄橙色から橙色を呈

するものが多い。底部から口縁部にかけての形態により、細分可能である。6～11はTR9・

10から出土。このうち7・8はP16から、9はPlから、10はPlOから出土している。12－30

はSKlで出土。小棒（31）は、TR9・10からの出土で、底部からやや内湾ぎみに立ち上が

る体部をもち、底部は回転糸切りである。6～11と12～30の皿では、法量・形態に差違が認め

られ、時期差が明白である。また、6～11のなかで9は底部から短く外反する体部をもち、他

の皿類との形態差をもつ。9はPlからの出土で、P16からの7・8との形態差は、ピット形

成時期の差を示すものであろう。塊（32－45）は、33（GlO）・36（TR9・10）を除いてS

Klからの出土である。ロクロ使用の形成で、底部は既て回転糸切りである。（42・43を除く）

底部から斜め上方に立ち上がり、口縁部近くで外方へ屈曲する。口縁端部は肥厚する。色調は

灰白色・黄橙色を呈する。42・43は輪高台を有し、45は円盤状高台をもつ。その他の埼類は、

平担な底部をもつ。

瓦質土器（48・49・51）…羽釜（48）・鍋（49）・鍋足（51）が出土している。48・49は、休

部以下を欠き、口縁部の破片である。48・51は、TR9・10から、49はSKlからの出土である。

その他の遺物（46・47・52・53）…TR9から土師器盤脚部（46）、SKlから須恵器高台付碗

（47）、土師器璽（50）が出土している。これらの遣物は、奈良末～平安時代に属するもので、周

辺区域での遺構形成をうかがわすものである。また、TRlの遺構検出面上部から土錘（52）

が、TR9・10で鉄釘片（53）が出土した。
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Ⅴ　まとめ

今回の調査は、明治地区県営は場整備事業・明治西工区（対象面積16．9短）に伴う高柳遣跡・

高柳土居城跡の緊急発掘調査として実施されたものでいる。昭和57年度から施行された当該は

場整備事業も、平成2年度の明治西工区は場整備工事をもって延べ153．5九αにおよぶ水田・畑

地の再編区画整理工事が終了した。この間に、林田工区においては林田遣跡が、明治工区では

稲荷前遣跡が、明治西工区で高柳遺跡・高柳土居城跡の調査が同事業の施行に伴う埋蔵文化財発掘調

査として実施され、物部川左岸の林田遣跡では弥生時代後期後半～末の集落跡が、また物部川

右岸の稲荷前遣跡では弥生時代中期後半～末の集落跡・奈良～平安時代の掘立柱建物跡が、高

柳遣跡・高柳土居城跡で中世の屋敷跡及び居館に伴う堀跡等が検出され、当地域の弥生・奈良

～戦国時代の集落等についての新たな知見が得られた。今回の調査では、工事による掘削深度

が浅く（表土・耕作土の入れ替え後、盛土工）、立会調査との併用であったことなどから調査

面積も少なく、遣跡の全容を明らかにすることはできなかったが、高柳土居城跡を中心とする

中世集落の構成内容などについて貴重な手掛りを得ることができた。調査で得られた所見と今

後の課題についてふれ、まとめとしたい。

高柳土居城跡
（1）

高柳土居城跡は、物部川右岸・舟入川西沿いの平地に築かれた中世城館である。詰・土塁・

濠（堀）跡が残り、現況は水田・墓地である。城館に関連する地名としては所在地の土地の字

名に「ニノヘイ」が、また城館跡周辺には「アミダヂ西」「加治屋敷」などの字名が冠されて

いる。『長宗我部地検帳』によれば「高柳西ニノ塀　一ゝ冊七代四歩勺　中屋敷　同し西内佐渡

守給」「同し詰　一ゝ弐十三代二歩勺　上屋敷　同し給　土ゐ識」と記されており、西内佐渡守
（2）

の給地となっている。また、『南路志』では、阿弥陀寺（瑠璃山慈眼院阿弥陀寺　真言宗五台

山末寺）の寺記として、「寺記伝往昔細河左近殿山田村高柳に土居在之節菩提寺にて…」と云
（3）

えている。

高柳土居城跡の復元として松本豊寿氏は、字「ニノヘイ」のうち土塁周囲の方形地形を郭と

し、城詰・ニノ塀・詰後の諸郭と一重の環濠からなる単濠複郭式屋敷城として分類され、豪族
（4）

屋敷城と位置付けられた。また、前田和男氏による再検討により、土塁に沿った濠跡の存在が
（5）

切図等から復元され、二重の濠が形成されていたことが指摘されている。

城館主としては、『長宗我部地検帳』による西内佐渡守のほか、細川氏（西内氏）・細川源右
（6）

衛門尉則英・西内常陸、等が在していたことが伝えられている。西内氏は、山田城城主の山田

治部少輔大中臣基道の重臣で遠祖は清和源氏細川氏、西内常陸の代に山田氏の家老となり主城

は烏ヶ森城とされる。また、天文十八年（1549年）に長宗我部国親が山田氏を滅ぼした後は長
（7）

宗我部氏に帰順し、西内常陸の子である西内佐渡守に高柳土居は給付されている。

今回の調査により、高柳土居城跡周辺に設定したTR1－4から堀跡（濠跡）が検出され、
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外堀・内堀からなる二重の堀を巡らした城館跡であることが確認された。内堀は、切図等から、

これまで指摘されていた如く土塁に沿って形成され、TR2から堀隅角に該当するコーナー部

が検出されたことから、語を囲む内郭の濠として機能していたことが明らかとなった。

内堀の隅角部（TR2検出）は、地山（黒褐色粘礫土、暗褐色砂礫土）を掘削後、堀西側の

肩部を挙大又は人頭大の河原石を野づら積みして構築している。これに比較して直線部は地山

掘削だけで形成されており（TR3～5検出）、堀石垣等の構築は認められない。なお、隅角部

は基底部に重複関係が認められ再補修されていたことが明らかで、堀内堆積土中から出土の陶磁

器類等の遣物からみれば、15世紀後半に構築され、16世紀前半に新たに積み直しが行われたも

のとみられる。なお、内堀の堆積土中からは16世紀中頃以降の陶磁器類は出土していないこと

から、戦国時代末までには内堀としての機能が終焉していたと考えられる。

外堀は、TRlの南端で検出された。堀端には人頭大の河原石を配し、斜面部は二一四段の

河原石により野づら積みが行われている。外堀から内堀に至るまでの空間には、堀と同一方向

の石列・石積みがみられ、地業が施されていた。この石列・石積み等については、城館内に所

在したとみられる土塁・塀等の基礎地業痕と推察される。外堀の全容は今回の調査では明らか

にすることはできなかったが、検出位置からみて島田豊寿氏の復元例に示されたように、城館

南側の現況農免道路及び西側の農道をラインとする範囲に外堀の南堀・西堀が形成されている

と推測される。

TR5・6・8から、配石遺構・溝が検出された。TR5～8では、城館の北堀が検出され

ることが期待されたが、堀の存在を示す遺構等は検出されなかった。TR6で検出された溝状

の配石遺構は、TRl検出の配石・石積みに類似しており、土塁等に伴う遺構である可能性が強い。

高柳遺跡

TR9・10から柱穴・ピット等が検出され、15世紀後半～16世紀前半の土器類等が出土した。

部分的な調査であり、屋敷跡等の遺構構成については明らかにし得なかったが、高柳土居城跡

を核として形成された中世農村、いわゆる初期戦国城下町としての居住地が存在していた可能

性が強い。なお、SKlから12世紀～13世紀の土器類が出土しており、周辺に当該期の遺構形

成がうかがわれる。

高柳土居城跡は戦国時代に形成された城館跡であるとみなされてきたが、具体像は不明であ

った。今回の調査により、二重の濠をもつ城館であり、15世紀後半には形成されていたことが

判明した。さらに、16世紀中頃～後半にかけて内堀の機能が失われていくなど、変容の過程が

明確となった。高柳土居城跡の性格としては、在地豪族の居館であり、有力土豪の屋敷城とし

て捉えることができる。松本豊寿氏の分類による重濠複郭式屋敷城に位置付けられ、屋敷城を

中核として豪族屋敷村が形成されていたと考えられる。

高柳土居城跡の規模は、物部川流域の他の中世城館と比較して（岩村土居城跡・包未土居城

跡・田村城館跡など）、突出するものではなく、いわば中規模の城館である。しかし、位置的に
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は背後に肥沃な扇状地を有する物部川右岸域に所在し、高知平野北東部の要所に立地するなど、

主要な生産地と水上及び陸上交通等の要を掌握した中世城館であるとみなされる。高柳土居

城跡の成立の背景には、土佐守護代細川氏や戦国大名山田氏の地域支配と深く関与した在地豪

族（西内氏など）の存在が指摘される。

天正三年（1575）の長宗我部元親による領国統一以降、高柳土居城跡を核とした豪族屋敷村

も解体を向えることになる。天正十六年（1588）の「山田郷地検帖」（『長宗我部地検帳』）では、

西内氏が城詰を新土居として給付されているものの、旧領地は他の給人の給地並びに屋敷へと

転化している。高柳土居城跡の内堀が機能を失うのもこの時期に符号することから、天文二十

年（1551）頃の山田氏の滅亡と長宗我部氏による支配の確立を背景として、屋敷城としての機

能も質的変化をとげたことがうかがわれる。

このように、高柳土居城跡は在地豪族の屋敷城として成立し、豪族屋敷村の中核として在地

支配の拠点であったところが、中世末期には長宗我部氏による地方統一の過程をうけて、城館

（屋敷城）から土居屋敷へと移行していったことが明らかである。
（9）　　（1功

高柳土居城跡を核とした屋敷村の内容、物部川流域における他の中世城館や山田市との関連

などについても、今後の重要な検討課題である。
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